
六

専
攻
学
科
目　

材
料
強
度
学

生　

年　

月　

昭
和
二
六
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
八
年　

三
月 

東
北
大
学
工
学
部
機
械
工
学
第
二
学
科
卒
業

同　

五
三
年　

三
月 
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
三
年　

三
月 
工
学
博
士

同　

五
三
年　

四
月 

東
北
大
学
工
学
部
助
手

同　

五
四
年　

六
月 

東
北
大
学
工
学
部
助
教
授

平
成
一
三
年　

一
月 

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

同　

二
八
年　

四
月 

東
北
大
学
名
誉
教
授

同　

二
八
年　

四
月 

帝
京
大
学
客
員
教
授

同　

二
九
年　

四
月 

帝
京
大
学
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

横よ
こ　

堀ぼ
り　

壽と
し　

光み
つ



一
二

工
学
博
士
横
堀
壽
光
氏
の
﹁
メ
ゾ
ス
ケ
ー
ル
力

学
に
基
づ
く
材
料
の
疲
労
お
よ
び
時
間
依
存
型

強
度
学
の
基
礎
理
論
と
そ
の
実
用
に
関
す
る
研

究
﹂
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

材
料
強
度
の
研
究
は
︑
材
料
の
強
度
特
性
向
上
を
対
象
と
す
る
材
料
学
的
分

野
と
構
造
体
の
安
全
性
維
持
を
対
象
と
す
る
実
用
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
︒
前

者
は
破
壊
機
構
の
解
明
︑
後
者
は
︑
破
壊
防
止
技
術
構
築
へ
向
け
て
の
試
験
法

の
標
準
化
や
非
破
壊
検
査
方
法
の
確
立
な
ど
で
あ
る
︒
横
堀
壽
光
氏
は
金
属
物

理
学
と
巨
視
力
学
を
繋
ぐ
メ
ゾ
ス
ケ
ー
ル
力
学
を
独
自
に
構
築
し
て
︑
両
分
野

を
結
び
つ
け
︑
実
用
に
関
わ
る
疲
労
︑
水
素
脆
化
お
よ
び
高
温
ク
リ
ー
プ
な
ど
︑

繰
返
し
お
よ
び
時
間
依
存
型
破
壊
寿
命
を
定
量
的
に
予
測
す
る
独
自
の
理
論
を

導
出
し
た
︒
こ
れ
ら
の
理
論
は
︑
金
属
︑
高
分
子
の
み
な
ら
ず
︑
血
管
壁
粘
弾

性
評
価
に
ま
で
広
く
横
断
的
に
適
用
さ
れ
︑
従
来
の
破
壊
力
学
の
枠
を
越
え
て

構
造
安
全
性
維
持
に
関
わ
る
寿
命
予
測
と
強
度
劣
化
の
指
標
を
提
示
し
て
お

り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
に
お
け
る
パ
ラ
イ
ダ
イ
ム
を
変
え
る
成
果
と
な
っ

て
い
る
︒

一
．
金
属
疲
労
き
裂
成
長
の
研
究
：
一
九
五
〇
年
代
に
世
界
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
で
あ
る
﹁
コ
メ
ッ
ト
﹂︵
イ
ギ
リ
ス
︶
の
墜
落
事
故
が
連
続
発
生
し
た
︒

こ
の
事
故
を
受
け
て
疲
労
き
裂
成
長
速
度
の
研
究
が
推
進
さ
れ
︑Paris

の
実

験
則
が
提
案
さ
れ
︑
こ
れ
が
現
在
の
基
本
設
計
式
に
な
っ
て
い
る
︒
横
堀
氏
は
︑

転
位
群
の
流
れ
の
相
似
則
を
数
値
解
析
に
よ
り
見
出
し
︑
こ
れ
を
用
い
て

Paris

の
実
験
則
に
対
応
す
る
疲
労
き
裂
成
長
の
動
的
理
論
式
を
世
界
で
初
め

て
表
式
化
し
た
︵
論
文
₃
︶︒
本
理
論
は
︑
破
壊
力
学
と
は
識
別
さ
れ
る
独
創

的
理
論
で
あ
り
︑
こ
の
分
野
の
テ
キ
ス
ト
や
論
文
にYokoboriʼs Theory

と
し

て
数
多
く
引
用
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

二
．
水
素
拡
散
解
析
に
基
づ
く
水
素
脆
化
敏
感
度
の
定
量
的
特
定
：
冬
季
に
発

生
し
た
航
行
中
の
商
船
︑
鉱
石
運
搬
船
の
低
温
脆
性
破
壊
︵
米
国
船
お
よ
び
日

本
の
ぼ
り
ば
あ
丸
︵
一
九
六
九
年
︶︑
か
り
ふ
ぉ
る
に
あ
丸
︵
一
九
七
〇
年
︶

な
ど
︶
は
︑
腐
食
反
応
に
伴
っ
て
発
生
す
る
水
素
脆
化
の
影
響
も
考
え
ら
れ
︑

防
食
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
事
故
の
発
生
が
防
止
さ
れ
て
き
た
︒
し
か
し
︑
燃

料
電
池
車
の
部
品
や
水
素
ス
タ
ン
ド
イ
ン
フ
ラ
な
ど
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開

発
に
対
し
て
は
︑
よ
り
高
次
の
水
素
脆
化
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
︑
実

験
の
困
難
さ
も
相
ま
っ
て
応
力
負
荷
の
下
で
の
構
造
体
中
に
流
入
す
る
水
素
輸

送
解
析
が
必
須
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
横
堀
氏
は
︑
本
問
題
に
対
し
て
水
素

凝
集
を
顕
在
化
さ
せ
る
係
数
を
微
分
方
程
式
に
導
入
し
︑
さ
ら
に
有
限
要
素
法



一
一

と
差
分
法
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
解
析
法
を
提
案
し
︑
水
素
脆
化
敏
感
度
を

定
量
的
に
予
測
す
る
理
論
式
を
世
界
で
初
め
て
導
い
て
い
る
︵
論
文
10
︑
13
︶︒

従
来
の
水
素
拡
散
解
析
の
研
究
は
︑
材
料
工
学
的
研
究
で
あ
り
︑
横
堀
氏
に
よ

る
構
造
体
の
外
部
か
ら
水
素
が
流
入
す
る
問
題
の
解
析
は
︑
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
の
安
全
維
持
を
担
う
研
究
と
し
て
識
別
さ
れ
︑
現
在
︑
国
家
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵N

ED
O

お
よ
びJST

︶
で
︑
そ
の
実
用
化
研
究
を
展
開
し
て
い

る
︒

三
．
材
料
の
高
温
破
壊
機
構
に
関
す
る
研
究
：
高
温
ク
リ
ー
プ
き
裂
発
生
と
成

長
に
関
し
て
系
統
的
な
研
究
を
遂
行
し
︑
き
裂
成
長
寿
命
を
特
定
す
る
 Q＊
な
る

独
自
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
提
出
し
た
︒
そ
れ
と
並
行
し
て
﹁
破
壊
寿
命
予
測
法
構

築
の
た
め
の
試
験
法
の
提
案
と
そ
の
標
準
化
に
関
す
る
研
究
﹂
を
行
っ
た
︒
そ

の
中
で
鋭
い
切
欠
き
を
有
す
る
試
験
片
を
用
い
た
ク
リ
ー
プ
き
裂
成
長
試
験
法

は
︑
ク
リ
ー
プ
き
裂
発
生
の
定
義
と
と
も
にA

STM

規
格E1457-07, 15

に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
︒
 Q＊
パ
ラ
メ
ー
タ
もA

STM

規
格1457-07, 15
に
紹
介

さ
れ
︑ISO

 TTA
 5;2007, “C

ode of practice for creep/fatigue testing of 

cracked com
ponents”

に
︑
一
つ
の
方
法
と
し
て
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
研
究
は
国
際
規
格
策
定
に
寄
与
す
る
も
の
で
︑
材
料
強
度
学
の
実
用

化
と
し
て
国
際
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
 Q＊
パ
ラ
メ
ー
タ
は
ク

リ
ー
プ
き
裂
成
長
寿
命
を
予
測
す
る
独
自
の
理
論
と
し
て
世
界
的
に
認
め
ら

れ
︑
多
く
の
論
文
・
解
説
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
材
料
お
よ
び
試
験
片

形
状
に
対
し
て
の
系
統
的
研
究
か
ら
︑
統
一
理
論
を
構
築
し
︑﹁
構
造
脆
性
﹂︑

﹁
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
解
析
に
よ
る
時
間
依
存
型
破
壊
﹂
な
ど
独
自
の
概
念
を
提

案
し
て
い
る
︒

四
．
非
侵
襲
血
管
疾
患
診
断
へ
の
応
用
：
高
分
子
材
料
で
あ
る
人
工
血
管
お
よ

び
血
管
の
強
度
劣
化
研
究
を
先
駆
的
か
つ
系
統
的
に
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
そ

の
非
破
壊
検
査
技
術
の
応
用
と
し
て
︑
超
音
波
に
よ
り
血
管
壁
加
速
度
応
答
を

非
破
壊
的
に
検
出
し
︑
そ
の
粘
弾
性
発
現
度
を
定
量
化
す
る
 I＊
パ
ラ
メ
ー
タ

を
提
案
し
て
血
管
壁
粘
弾
性
評
価
と
い
う
独
創
的
観
点
か
ら
血
管
疾
患
を
診
断

す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
構
築
し
た
︒
本
方
法
と
理
論
は
︑
二
〇
〇
四
年
九
月
に

医
療
診
断
装
置
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
よ
り
薬
事
承
認
さ
れ
︑
二
〇
一
五
年
に

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り

冠
動
脈
疾
患
を
有
意
に
予
測
し
う
る
方
法
で
あ
る
こ
と
が
臨
床
研
究
に
よ
り
示

さ
れ
た
︵
論
文
17
︶︒
ま
た
︑
カ
オ
ス
理
論
を
展
開
し
て
︑
動
脈
瘤
を
非
侵
襲

的
に
診
断
す
る
方
法
も
提
案
し
て
い
る
︵
論
文
15
︶︒

　

横
堀
氏
の
研
究
は
︑
構
造
材
料
の
疲
労
お
よ
び
時
間
依
存
型
破
壊
寿
命
と
強

度
劣
化
を
定
量
的
に
予
測
す
る
独
創
的
実
用
化
研
究
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
︑

本
専
門
分
野
の
国
内
外
の
著
名
な
賞
も
授
与
さ
れ
て
い
る
︒



一
一

主
要
論
文
リ
ス
ト

 1. 
T. Yokobori, A

. T. Yokobori, Jr. and A
. K

am
ei, “C

om
puter Sim

ulation of D
islo-

cation Em
ission from

 a Stressed Source”, Philosophical M
agazine, 30,  (1974), 

pp.367–378. ︵
転
位
群
の
運
動
の
相
似
則
の
発
見
︶

 2. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. Yokobori and A
. K

am
ei, “G

eneralization of C
om

puter 
Sim

ulation of D
islocation Em

ission under C
onstant R

ate of Stress A
pplica-

tion”, Journal of A
pplied Physics, 46, (1975), pp.3720–3724.

 3. 
T. Yokobori, S. K

onosu and A
. T. Yokobori, Jr., “M

icro and M
acro Fracture 

M
echanics A

pproach to B
rittle Fracture and Fatigue C

rack G
row

th”, Proceed-
ings of the 4th International C

onference on Fracture, 1977, C
anada, 1, (1977), 

pp.665–682.

︵
論
文
中
の
転
位
の
動
力
学
に
よ
る
疲
労
き
裂
成
長
理
論
は
︑
横
堀

壽
光
が
主
体
的
に
貢
献
し
た
︒︶ 

 4. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. Yokobori, H
. O

huchi and H
. Sasaki, “The Experim

ental 
Sim

ulation of Elastic M
odel of A

rtery System
 (Som

e B
ehavior of Vascular 

Substitute U
nder R

epeated Internal Stress)”, Fracture M
echanics and Technol-

ogy, Sijthoff &
 N

oordhoff Int. Pub., The N
etherlands, Proceedings of an Inter-

national C
onference on Fracture M

echanics and Technology, eds. G
. C

. sih and 
C

. L. chow, 1, (1977), pp.623–638. ︵
世
界
で
初
め
て
︑
実
験
室
的
拍
動
流
負
荷
の

下
で
の
人
工
血
管
の
疲
労
試
験
と
試
験
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
し
た
︒︶

 5. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. M
aeyam

a, T. O
hkum

a, T. Yokobori, H
. O

huchi, S. N
ara, 

H
. Sasaki and M

. K
asai, “B

io-M
edico-M

echanical B
ehavior of N

atural A
rtery 

B
lood Vessel U

nder C
onstant and Variable Internal Pulsatile Pressure Flow

 
Test In V

itro”, Transaction of the A
SM

E Journal of B
iom

echanical Engineer-
ing, 108, (1986), pp.295–300.

 6. 
A

. T. Yokobori, Jr. and T. Yokobori, “N
ew

 C
oncept to C

rack G
row

th at H
igh 

Tem
perature C

reep and C
reep-Fatigue”, A

dvances in Fracture R
esearch, Pro-

ceedings of the 7th International C
onference on Fracture (IC

F7), eds. K
. Sal-

m
a, K

. R
avi-chandar, D

. M
. R

. Taplin and P. R
am

a R
ao, Pergam

on Press, O
x-

ford, (1989), pp.1723–1735.

︵
 Q＊
パ
ラ
メ
ー
タ
の
招
待
講
演
︶

 7. 
A

. T. Yokobori, Jr. and T. Yokobori, “The M
echanical Test M

ethod of C
ardio-

vascular and R
elated B

iom
aterials”, B

io-M
edical M

aterials and Engineering, 1, 
(1991), pp.25–43. ︵

拍
動
負
荷
︑
粘
弾
性
試
験
を
含
め
た
生
体
材
料
の
力
学
試
験

法
の
提
案
︶

 8. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. Isogai and T. Yokobori, “A
 M

odel Em
itting D

islocation 
G

roup from
 C

rack Tip w
ith Stress Singularity and its A

pplication to B
rittle

︱

D
uctile Transition”, A

cta M
etallurgica et M

aterialia, 41, (1993), pp.1405–1411. 
 9. 

A
. T. Yokobori, Jr., T. O

hkum
a, S. Sasaki, H

. Yoshinari, T. Yokobori, H
. O

hu-
chi and S. M

ori, “A
lgorithm

 of the N
oninvasive D

iagnosis M
ethod on the A

th-
erosclerosis by U

ltrasonic D
oppler Effect”, B

io-M
edical M

aterials and Engi-
neering, 4, (1994), pp.87–96. ︵

非
侵
襲
血
管
疾
患
診
断
法
の
提
案
論
文
︶

 10. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. N
em

oto, K
. Satoh and T. Yam

ada, “N
um

erical A
nalysis 

on H
ydrogen D

iffusion and C
oncentration in Solid w

ith Em
ission around the 

C
rack Tip”, Engineering Fracture M

echanics, 55, (1996), pp.47–60. ︵
水
素
拡

散
︑
α
マ
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
提
案
の
基
礎
論
文
︶

 11. 
A

. T. Yokobori, Jr., M
. Shibata, M

. Tabuchi and A
. Fuji, “C

om
parative Study of 

the Estim
ation of C

reep C
rack G

row
th B

ehaviour of TiA
l by U

sing a Precrack 
and a N

otch C
T Specim

ens”, M
aterials at H

igh Tem
peratures, 15, (1998), 

pp.57–62.

︵
高
温
ク
リ
ー
プ
初
期
切
欠
き
試
験
法
の
提
案
︑A

STM
E1457

に
紹
介

さ
れ
る
︒︶

 12. 
A

. T. Yokobori, Jr., T. U
esugi, T. Yokobori, A

. Fuji, M
. K

itagaw
a, I. Yam

aya, M
. 

Tabuchi and K
.Yagi, “Estim

ation of C
reep C

rack G
row

th R
ate in IN

-100 B
ased 

on the Q
* Param

eter C
oncept”, Journal of M

aterials Science, 33, (1998), 
pp.1555–1562.

︵
高
温
ク
リ
ー
プ
脆
性
材
料
の
 Q＊
パ
ラ
メ
ー
タ
の
提
案
︑A

STM
お
よ
びISO

 TTA
 docum

ent

︶

 13. 
A

. T. Yokobori, Jr., Y. C
hinda, T. N

em
oto, K

. Satoh and T. Yam
ada, “The C

har-
acteristics of H

ydrogen D
iffusion and C

oncentration around a C
rack Tip C

on-



一
一

cerned w
ith H

ydrogen Em
brittlem

ent”, C
orrosion Science, 44, (2002), pp.407–

424.
︵
水
素
脆
化
敏
感
性
パ
ラ
メ
ー
タ
の
提
案
︶

 14. 
A

. T. Yokobori, Jr., R
. Sugiura, M

. Tabuchi, A
. Fuji, T. A

dachi and T. Yokobori, 
“The Effect of M

ulti-axial Stress C
om

ponent on C
reep C

rack G
row

th R
ate 

concerning Structural B
rittleness”, Proceedings of the 11th International C

on-
ference on Fracture (IC

F11), (2005), C
D

-R
O

M
.

︵
高
温
ク
リ
ー
プ
に
お
け
る
構

造
脆
性
の
概
念
の
提
案
︶

 15. 
A

. T. Yokobori, Jr., M
. O

w
a, M

. Ichiki, T. Satoh, Y. O
htom

o, Y. Satoh, S. 
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